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0
昭
和
四
十
四
年
十
月
十
一
日
（
土
）
東
脳
北
濱
―
―
―
丁
目
本
會
（
適
絡

内
）
に
於
て
、
午
後
一
時
半
よ
り
記
念
祭
典
執
行
、
終
っ
て
大
阪
大
學
敦

授
木
村
英
一
氏
の
「
伊
籐
仁
齋
先
生
の
儒
學
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ

こ。
ふー0
秋
季
講
座
十
月
十
三
日
（
月
）
よ
り
十
八
日
（
土
）
ま
で
、
本
會
及

び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
大
阪
大
學
瞥
學
部
四

階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第
三
十
八
回
懐
徳

堂
講
座
間
講
、
聴
講
者
延
二
百
四
十
人
。

演
題
と
溝
師

中

罰

古

代

の

官

原

制

闘

西

大

學

西

洋

の

藝

術

大

阪

大

學

大

阪

と

朝

鮮

追

手

門

大

學

企

業

に

於

け

る

人

間

理

解

大

阪

大

學

イ

ン

ド

か

ら

ギ

リ

シ

ャ

ヘ

追

手

門

大

學

恨
徳
堂
公
開
座
談
曾

〇
十
一
月
三
日
正
田
評
謡
員
文
化
動
章
受
章
、

化
功
努
者
と
し
て
表
彰
さ
る
。

彙
（
懐
徳
堂
記
念
會
）

梨

報 報

四
十
四
年
十
月
十
日
恨
徳
四
十
院
骰
行

四
十
四
年
十
月
十
一
日
記
念
會
恒
祭
に
會
員
多
数
参
列

大

庭

脩

先

生

山
川
鴻
三
先
生

岡
崎
糀
郎
先
生

太
城
藤
吉
先
生

村
主
恵
快
先
生

参

會

者

全

員

愛

知

敦

大

帝

塚

山

大

阪
大
大
學
院

大

阪

大

學

追

手

門

大

京

都

産

大

0
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
評
議
員
兼
事
業
連
営
委
員
木
村
英
一

氏
大
阪
大
學
数
授
を
定
年
退
官
さ
る
。

0
四
月
一
日
釜
洞
醇
太
郎
氏
（
阪
大
終
長
）
理
事
就
任
、
山
田
信
夫
氏

（
阪
大
文
學
部
長
）
理
事
兼
事
業
連
督
委
員
就
任
、
森
三
樹
三
郎
氏
（
阪

大
敦
投
）
事
業
連
螢
委
員
就
任
。

〇
理
事
長
上
野
梢
一
氏
四
月
十
九
日
心
不
全
の
た
め
逝
去
。
大
正
十
年

よ
り
約
五
十
年
間
理
事
と
し
て
、
懐
徳
堂
の
た
め
非
常
に
證
力
さ
れ
た
。

窟
に
哀
悼
に
堪
え
な
い
、
こ
こ
に
謹
ん
で
弔
意
を
表
す
る
。

0
五
月
三
日
北
澤
理
事
勁
一
等
に
叙
せ
ら
る
。

〇
脊
李
講
座
五
月
十
八
日
（
月
）
よ
り
二
十
三
日
（
土
）
ま
で
、
本
會

及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
て
、
大
阪
大
學
松
下
會

餡
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第
四
十
回
懐

徳
堂
講
座
開
講
聴
講
者
延
二
百
十
人
。

演
題
と
講
師

潜
夫
論
に
つ
い
て

萬
葉
歌
と
風
土

山
片
錨
桃
と
多
田
義
俊

六
刺
の
政
治
と
文
學

子
路
と
顔
淵

高
餅
の
山
亭
夏
日
に
つ
い
て

（
堂
友
會
記
事
）

―1
0
 

日
原
利
國
先
生

犬

養

孝

先

生

宮
内
徳
雄
先
生

森
三
樹
三
郎
先
生

木
村
英
一
先
生

都
留
春
雄
先
生



fち
梨

報

四
十
四
年
十
月
二
十
七
日
秋
季
見
學
會

立
命
館
大
學
数
授
笠
井
昌
昭
先
生
の
指
祁
に
よ
っ
て
山
科
院
心
院
、
勤

修
寺
、
醍
醐
三
喪
院
等
の
仙
庭
幽
園
、
霰
賓
等
を
見
學
し
た
。
會
員
三

五
名
。

四
十
四
年
十
一
月
、
維
持
會
員
澤
美
枝
女
史
よ
り
特
志
に
よ
り

五
千
闘
の
寄
附
を
受
＜

四
十
四
年
十
一
月
よ
り
隔
月
委
員
會
を
開
催
し
て
會
務
を
打
ち
合
せ
た
。

四
十
五
年
一
月
十
七
日
會
員
川
尻
進
君
死
去

同
君
は
委
員
と
し
て
生
前
會
務
の
た
め
に
粛
力
さ
れ
た
が
尚
春
秋
の
富

め
る
身
を
以
て
他
界
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
と
す
る
所
で
あ
る
。
謹
し
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
す
。

四
十
五
年
四
月
十
九
日
堂
友
會
名
巻
會
員
上
野
粘
一
君
死
去

同
氏
は
多
年
恢
徳
堂
記
念
會
理
事
長
と
し
て
、
記
念
會
の
登
展
に
努
力

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
か
、
病
氣
に
よ
り
他
界
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
謹
ん

て
哀
悼
の
意
を
表
す
。

四
十
二
年
十
月
十
八
日
會
員
山
本
富
三
郎
君
）

四
十
四
年
七
月
會
員
鈴
木
梅
次
郎
君
が
他
界
さ
れ
た
。
雨
君
は
多
年
に

亘
り
聰
講
生
で
あ
っ
た
が
死
去
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
哀
悼
の

意
を
表
す
。

四
十
五
年
五
月
二
十
四
日
春
季
見
學
會

京
都
林
泉
協
會
副
理
事
長
佐
々
木
利
三
先
生
の
指
的
に
て
大
徳
寺
塔
頭

な
る
龍
源
院
、
瑞
峯
院
、
奨
珠
庵
な
ど
の
林
泉
幽
庭
を
観
裳
し
た
。
相

嘗
の
感
銘
を
會
員
に
典
え
た
、
参
加
者
三
十
五
名
。

四
十
五
年
七
月
十
七
日

1
十
九
日
夏
季
見
學
會

岡
山
大
學
敦
授
齋
籐
孝
先
生
の
指
尊
で
香
川
縣
琴
平
町
金
刀
比
羅
宮
、

善
通
寺
市
の
善
通
寺
、
白
峰
寺
な
ど
の
史
蹟
文
化
財
の
見
學
會
を
催
し

た
、
参
加
者
四
十
五
名
。

四
十
五
年
七
月
二
十
日
、
會
員
中
川
幸
三
君
よ
り
四
千
闘
也
寄
附
を
得

た
。
厚
志
を
感
謝
す
。

（
夏
季
見
學
會
記
事
）

七
月
十
七
日
夜
加
藤
汽
船
ぐ
れ
い
す
丸
で
辮
天
埠
頭
を
出
港
し
た
。
見

學
會
員
四
十
五
名
は
漸
く
明
け
そ
め
た
高
松
港
に
四
時
五
十
分
頃
着
い

た
C

襲
眼
で
今
回
の
講
師
岡
山
大
學
敦
投
齋
藤
孝
先
生
と
落
ち
合
っ
て
、

七
時
過
琴
電
で
今
日
の
見
學
目
的
地
の
琴
平
に
つ
い
た
。
先
ず
北
苑
の
高

灯
籠
を
見
て
、
徒
歩
金
刀
比
羅
宮
閻
書
館
に
つ
く
、
こ
こ
で
は
早
朝
に
拘

ら
ず
同
館
騎
託
松
原
秀
明
氏
の
出
迎
え
を
拝
受
し
て
、
少
憩
、
同
宮
に
闘

係
あ
る
買
重
な
文
古
、
歴
史
あ
る
日
帳
な
ど
を
拝
観
し
た
。
そ
れ
よ
り
閑

寂
に
朝
氣
を
感
ず
る
肺
苑
を
登
っ
て
喪
物
館
に
い
た
り
館
内
の
文
化
財
を

く
ま
な
く
拝
観
し
て
、
金
刀
比
羅
宮
祉
務
所
に
参
進
、
琴
陵
宮
司
に
面
接

し
見
學
の
趣
旨
を
通
じ
、
今
回
の
見
學
に
封
す
る
種
々
な
る
御
配
慮
を
謹

謝
し
た
。
後
、
重
文
の
表
書
院
、
奥
書
院
を
見
る
。
こ
の
建
造
物
は
元
金

光
院
の
宮
殿
表
書
院
で
あ
る
。
間
口
ニ
十
一
・
七
米
、
奥
行
十
六
・
九

米
、
一
重
入
母
屋
造
り
棺
皮
葬
の
建
物
で
、
上
段
の
間
に
書
院
、
床
、
違

棚
や
帳
棗
襖
が
あ
り
、
二
の
間
が
付
き
二
列
六
間
造
り
で
、
各
室
の
壁
襖

に
は
、
重
文
の
闘
山
應
學
の
組
を
は
り
、
正
面
軒
に
唐
破
風
が
あ
り
入
側

や
落
緑
が
付
い
て
い
る
。
江
戸
前
期
の
書
院
建
築
で
あ
る
。
奥
古
院
は
一

重
人
母
屋
造
り
本
瓦
葺
で
三
方
銅
板
葺
庇
を
付
け
て
い
る
。
上
段
の
間
二



の
間
廣
間
茶
室
な
ど
が
あ
り
、
床
、
違
棚
も
つ
き
壁
襖
に
伊
原
若
沖
、
岸

岱
の
美
し
い
綸
を
は
っ
た
江
戸
中
期
の
建
物
で
あ
る
。
そ
し
て
奥
書
院
よ

り
眺
望
す
る
讃
岐
富
士
な
ど
景
観
は
紹
佳
で
あ
る
。
そ
し
て
木
造
十
一
面

観
音
立
像
が
あ
る
。
元
観
音
堂
の
本
急
で
檜
材
一
木
造
り
、
高
さ
一
四
四

・
八
米
で
彩
色
像
、
端
正
で
温
和
な
お
顔
、
均
衡
の
よ
く
と
れ
た
儒
艇
の

膝
原
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
か
く
因
院
の
拝
観
を
す
ま
し
て
長
付
我
部
之

親
が
天
正
年
間
大
麻
山
に
布
陣
の
時
肺
威
を
憚
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
一
宇

の
棲
門
を
建
て
、
こ
れ
を
献
じ
様
と
し
た
が
事
が
急
で
あ
っ
た
の
で
柱
を

逆
に
用
い
た
の
で
逆
木
門
と
い
う
門
を
、
進
ん
で
本
宮
に
賽
し
た
。
本
宮

で
世
界
平
和
、
國
家
安
泰
、
参
加
者
の
健
康
と
旅
行
の
平
安
を
祈
願
し
て

御
肺
業
を
奉
獣
し
た
。
組
馬
堂
、
旭
祉
、
大
門
及
金
刀
比
罹
宮
と
は
特
殊

の
闊
係
の
あ
る
五
人
百
性
の
賣
店
を
経
て
學
藝
館
に
我
國
初
期
の
洋
驚
家

の
高
橋
由
一
賓
伯
の
遺
作
二
十
六
黙
を
一
入
惑
深
く
観
買
し
た
。
後
、
虎

屋
に
て
小
休
止
中
食
し
た
。
所
が
こ
こ
で
意
外
の
因
蹟
に
接
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
と
に
堂
友
會
員
と
し
て
ほ
拾
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
二
宅

春
櫻
先
生
の
買
筆
な
る
赤
競
賦
の
壁
か
け
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
一
撮

し
て
公
表
し
て
は
と
考
え
た
。
そ
の
夜
宿
舎
で
の
話
で
は
綺
馬
堂
に
會
員

の
先
祖
が
献
額
し
た
馬
の
給
馬
額
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
等

か
ら
察
す
る
に
琴
平
と
堂
と
に
は
何
か
深
き
奇
緑
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
惑
ぜ
ら
れ
闘
係
の
浅
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
た
。

か
く
て
石
庵
先
生
と
は
深
き
因
緑
の
あ
る
木
村
家
の
背
李
所
を
見
、
つ
い

で
日
柳
燕
石
の
遺
宅
呑
象
棲
な
ど
の
追
蹟
を
見
経
て
、
弘
法
大
師
涎
生
に

緑
あ
る
誕
生
院
善
通
寺
に
参
拝
し
た
。
こ
こ
で
は
胎
門
く
ぐ
り
を
し
、
大

谷
僧
正
の
法
話
を
き
き
殊
に
拝
観
を
許
さ
れ
た
國
究
の
一
字
一
佛
法
華
経

愈

報

序
品
と
他
来
の
金
銅
錫
杖
な
ど
の
文
化
財
を
拝
観
し
他
の
露
賓
什
物
等
を

消
親
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
字
一
佛
法
華
経
序
品
は
他
に
よ
れ
ば
経
文
は
大
師
の
母
君
の
筆
で
あ

っ
て
佛
像
は
大
師
の
作
で
あ
る
と
い
う
が
平
安
中
期
初
秋
の
頃
の
筆
で
あ

る
。
又
錫
杖
は
大
師
が
恵
果
阿
闇
梨
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
と
他
え
、
中

央
の
阿
弱
陀
三
尊
そ
の
外
側
に
四
天
王
を
鰭
出
し
、
二
股
が
そ
れ
を
か
こ

み
三
環
づ
つ
が
付
い
て
い
る
。
空
輪
が
二
段
に
屈
曲
し
、
六
環
が
二
重
の

子
持
で
あ
る
こ
と
か
ら
中
國
宋
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
普

通
寺
境
内
の
大
楠
や
三
帝
廟
蘇
と
を
見
、
か
つ
三
重
塔
な
ど
も
見
て
、
車

を
五
色
棗
の
簡
易
保
健
セ
ン
タ
ー
に
馳
ら
せ
た
。
可
成
高
所
を
走
る
中
で

下
界
の
眺
望
は
非
常
に
素
適
に
感
じ
た
、
六
時
過
終
日
の
疲
れ
を
こ
こ
保

健
セ
ン
タ
ー
に
投
じ
て
習
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
字
一
佛
法
華
継
序
品
は
、
縦
二
九
•
四
糎
長
さ
ニ
―
・
ニ
米
の
一
巻

で
縦
横
と
も
ニ
・
五
糎
内
外
の
間
隔
で
黒
界
線
を
引
き
そ
の
一
属
讃
内
こ

一
字
ず
つ
一
行
に
一

0
字
を
一
行
お
き
に
湿
い
て
行
間
に
は
一
字
ご
と
こ

日
相
の
中
に
蓮
盗
に
坐
し
た
佛
像
を
描
た
も
の
で
あ
る
。

十
九
日
一
泊
一
浴
し
て
疲
芳
を
一
榔
し
た
會
員
は
生
氣
を
取
り
戻
し

て
九
時
出
骰
元
氣
に
本
日
の
行
動
を
開
始
し
た
、
先
づ
記
念
撮
影
し
て
か

ら
徒
歩
で
白
峰
寺
に
向
っ
た
。

路
傍
に
笠
塔
婆
を
見
て
か
ら
、
源
頼
朝
の
崇
徳
上
皇
菩
提
の
た
め
に
建

て
た
と
他
え
ら
れ
る
十
三
重
供
養
塔
を
見
た
。
こ
れ
は
頼
朝
塚
と
も
い
わ

れ
て
、
弘
安
元
年
（
左
）
、
元
亨
四
年
（
右
）
、
在
銘
が
あ
る
。
次
に
崇
態
天

皇
御
陵
前
な
る
頓
證
寺
殿
を
拝
観
し
た
。
殿
前
で
白
峰
寺
三
好
僧
正
の
法

話
を
き
く
、
消
澄
の
山
氣
に
つ
つ
ま
れ
た
境
内
で
崇
徳
天
皇
の
哀
史
を
き



菌

報

く
こ
と
は
一
入
肌
身
に
し
み
こ
む
を
惑
じ
た
。
こ
の
寺
は
雨
月
物
語
の
白

峰
の
下
に
も
あ
っ
て
西
行
法
師
の
歌
碑
も
あ
り
、
又
上
皇
ゆ
か
り
の
玉
章

の
木
も
今
は
風
倒
し
て
根
元
の
み
を
残
し
あ
る
と
い
う
、
つ
い
で
天
皇
陵

に
参
陵
し
冥
輻
を
祈
請
し
た
。
陵
側
に
石
造
美
術
品
と
し
て
頓
證
寺
灯
籠

も
文
永
四
年
の
在
銘
の
も
の
で
他
に
鬼
面
の
灯
籠
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
こ

の
寺
の
縁
起
と
し
て
は
弘
法
智
證
雨
大
師
の
開
基
で
あ
る
。

弘
法
大
師
は
弘
仁
六
年
嘗
山
に
登
り
、
峰
に
究
珠
を
埋
め
て
阿
伽
井
を

堀
ら
れ
た
。
賓
珠
を
埋
め
ら
れ
た
所
が
瀧
つ
ぼ
と
な
り
、
三
方
に
落
水
し

て
増
減
し
た
こ
と
が
な
い
、
貞
観
二
年
、
智
證
大
師
は
こ
の
山
上
の
瑞
光

を
見
ら
れ
て
山
に
登
る
と
白
髪
の
老
翁
が
現
は
れ
て
「
我
は
こ
の
山
擁
設

の
霙
紳
、
和
尚
は
法
瞳
輪
弘
通
の
聖
者
で
あ
る
。
こ
こ
は
七
佛
法
輪
を
轄

じ
て
慈
愈
入
定
の
露
地
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
た
」
智
證
大
師
は
老
翁
と
と

も
に
海
上
に
瑞
光
を
放
っ
て
居
る
流
木
を
引
き
上
げ
て
山
に
連
び
、
千
手

観
世
音
の
怠
像
を
彫
み
安
置
さ
れ
た
。
現
在
の
ご
本
愈
で
あ
る
、
因
に
老

翁
は
嘗
山
の
鎖
守
相
模
坊
大
櫂
現
で
あ
る
。
第
七
十
五
代
崇
徳
天
皇
は
保

元
の
胤
に
因
り
嘗
讃
岐
國
に
御
遷
幸
の
後
貞
露
二
年
(
-
―
六
四
）
崩
御

遊
さ
れ
御
遺
詔
に
よ
っ
て
同
年
九
月
十
八
日
嘗
山
稚
兒
ヶ
狐
に
荼
毘
し
奉

り
て
御
祭
り
し
た
の
で
あ
る
。
後
三
年
後
に
仁
安
元
年
肺
無
月
の
頃
西
行

法
師
は
御
陵
前
に
詣
で
一
夜
中
法
施
し
て
御
霰
を
慰
め
奉
り
し
こ
と
な
ど

を
偲
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
浄
室
に
小
憩
中
食
し
た
の
で
あ
っ
た
。

斯
様
に
し
て
時
も
来
た
の
で
寺
を
僻
し
、
五
色
棗
展
望
蛋
に
登
っ
て
小

観
、
瀬
戸
内
の
風
光
を
心
行
く
ま
で
満
喫
し
た
の
で
あ
っ
た
。
後
天
平
の

昔
を
偲
ぶ
た
た
ず
ま
い
の
國
分
寺
に
参
詣
し
た
。
本
堂
は
鎌
倉
時
代
の

も
の
で
五
間
に
五
間
の
一
重
入
母
屋
造
り
の
建
物
で
あ
り
、
形
式
や
ら
手

法
な
ど
に
時
代
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
居
る
、
銅
鐘
（
重
文
）
は
総
高
一

五
一
・
五
糎
、
口
痙
八
九
・
七
糎
、
口
送
の
厚
さ
八
・
三
糎
で
香
川
縣
下

最
古
の
奈
良
時
代
末
又
は
平
安
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
音
色
は
温
和
で
美

し
く
低
い
餘
韻
を
も
っ
と
の
こ
と
、
そ
し
て
御
本
尊
の
（
重
文
）
丈
六
千

手
観
音
は
そ
の
愈
容
を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
欅
の
一
木
造

り
で
、
高
さ
五
・
ニ
四
米
の
丈
六
の
巨
像
で
膝
原
後
期
の
作
で
あ
る
、
頭

上
に
は
十
一
面
を
い
た
だ
い
た
四
十
二
手
の
像
で
、
御
顔
は
温
和
で
髪
、

眉
、
目
、
口
ひ
げ
な
ど
は
墨
で
か
き
分
厚
い
唇
に
は
朱
を
塗
り
、
全
身
に

彩
色
を
施
し
、
裳
に
色
美
し
い
牡
丹
の
綺
模
様
な
ど
が
描
か
れ
て
居
る
。

こ
れ
は
少
し
連
絡
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
で
残
念
な
が
ら
割
愛
し
た
こ
と

で
あ
る
が
會
員
諸
氏
に
も
申
し
諄
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
天
平
時
代
の
遺

構
に
親
し
く
接
し
た
こ
と
は
一
部
の
慰
め
で
あ
る
と
も
思
う
。
そ
れ
か
ら

栗
林
公
園
に
三
伏
の
暑
を
避
け
て
、
園
内
を
散
策
し
た
の
で
あ
っ
た
。
小

亭
に
憩
っ
た
が
暑
さ
は
退
散
し
な
か
っ
た
が
こ
れ
で
今
次
の
見
學
會
の
豫

定
の
全
部
を
終
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
五
時
二
十
分
闘
汽
く
れ
な
い

丸
で
蹄
阪
し
た
。
こ
の
夏
季
見
學
會
も
會
員
諸
氏
の
健
康
も
他
の
障
害
も

な
く
遂
行
し
得
た
こ
と
は
周
到
な
る
準
備
と
連
螢
に
濫
力
さ
れ
た
山
口
、

富
岡
雨
委
員
の
賜
物
と
し
て
惑
謝
す
る
所
で
あ
っ
た
。

同
時
に
金
刀
比
羅
宮
の
御
紳
徳
の
偉
大
な
る
霰
感
と
、
弘
法
大
師
の
萬

民
弘
通
の
冥
揺
と
に
負
う
と
こ
ろ
あ
る
も
の
と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る。
然
し
て
今
次
の
旅
行
に
嘗
り
て
す
べ
て
の
便
宜
と
支
援
と
を
典
え
て
く

れ
た
金
刀
比
羅
宮
宮
司
琴
陵
光
重
氏
及
同
祉
闘
係
の
紳
職
諸
氏
、
善
通
＋

管
長
大
僧
生
蓮
生
善
隆
氏
及
同
寺
庶
務
部
長
大
谷
象
堂
僧
正
の
御
厚
志
、

： 
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桐

本

忠
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之

山

本

さ

と
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上
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造
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生
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会
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章

死
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富
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四
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梅
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十

四

年

七
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川

尻

進

四

十

五

年

一

月

十

七
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及
ひ
白
峰
寺
三
好
僧
正
、
又
香
川
縣
文
化
財
委
員
三
谷
氏
、
善
通
寺
市
史

編
纂
室
長
奥
村
氏
及
金
刀
比
羅
宮
闘
書
館
松
原
秀
明
氏
又
虎
や
支
配
人
三

井
義
重
氏
な
ど
の
御
懇
情
に
封
し
て
謹
ん
で
感
謝
の
梱
誠
を
表
し
ま
す
。

尚
末
筆
な
が
ら
堂
友
會
委
員
諸
氏
に
も
厚
く
御
麿
申
し
上
げ
ま
す
。

酒

井

會

員

動

静

彙

報
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